2007年8月17日
エチレングリコール類の価格修正について

三菱化学株式会社

三菱化学株式会社（本社：東京都港区、社長：小林 喜光）は、モノエチレングリコール（MEG）、ジエチレングリコール（DEG）、トリエチレングリコール（TEG）のエチレングリコール類について下記の通り価格修正をすることと致しました。

記

1． 対象製品
　　エチレングリコール類（MEG、DEG、TEG）
2． 値上げ幅
＋14円／kg以上

3． 時期

　　2007年9月1日出荷分以降

4． 背景
　MEGにつきましては、国際需給環境が堅調なポリエステルの伸びに伴い、需要は、年率5～6％の成長をする一方で、供給面に関しては、07年前半における世界各地のエチレングリコール生産プラントのトラブルや定期修理集中による生産減により、在庫は世界的に低水準となっています。07年後半に予定されている新規増設プラントの稼働時期も遅れており、今後も需給バランスは世界的にタイトに推移する見込みとなっています。

このような状況下、アジア契約価格は8月届け分より1トンあたり1,010ドルの水準に達しており、当面、この傾向は続くものと考えられます。

　更には、原油価格も歴史的な高水準にあり、ユーティリティ等の用役を含む製造コスト・物流コストも上昇しており、自助努力を超える範囲となっています。

　このような中、当社としては、今後とも需要家に対し、安定供給を行っていく必要性から、海外市況の状況や用役等のコストアップを鑑み、9月1日以降出荷分より1kgあたり＋14円以上の価格修正を致します。

　また、DEG・TEGにつきましても、需給バランスが逼迫し、海外市況も上昇しており、同様に9月1日以降出荷分より1kgあたり14円以上の価格修正を致します。
以上
